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25 年－ 19 未 来 麻生副総理に対し、副総理及び財務大臣を辞任するよう求める 憲法改悪反対鳥取県共同センター
(25. 9. 6) づ く り 意見書の提出について 代表 鳥取県労働組合総連合

推 進 議長 田 中 暁▲

陳情理由 （鳥取市西品治 806）
麻生副総理・財務大臣は７月 29 日、都内の講演で、「ドイツ

のワイマール憲法もいつの間にかナチス憲法に変わっていっ
た。誰も気が付かなかった。あの手口に学んだらどうかね。」
と発言した。麻生氏は内外から批判を受けると、「真意とは異
なり誤解を招いた。ナチスの例は悪しき例として挙げたもので
あり、否定的に捉えていることは発言全体から明らか」と釈明
した。しかし発言は、ナチスの手口に学ぶことをすすめている
ことは誰の目から見ても明らかである。

麻生氏の発言は、民主主義を否定したナチズムを肯定した許
しがたい発言であり、国内外からの批判の声が沸き起こってい
る。

国際社会は第２次世界大戦後、日独伊が起こした戦争は不正
不義の侵略戦争だと断罪し、その蛮行を繰り返させないことを
土台に築かれて来た。日本の侵略戦争やナチスの蛮行を正当化
することは戦後の国際社会を否定するものである。

また現憲法を尊重擁護する義務を負う閣僚が、ナチズムの手
口で憲法を変えようと扇動するなど許されないことである。

日本に対する国際的信用を失墜させた麻生氏は、副総理・財
務大臣の要職にふさわしくない。

麻生氏の辞職を求めることが民主主義を守り国際的信頼を回
復するために重要と考える。

▲

陳情項目
麻生副総理・財務大臣は７月 29 日の発言の責任をとって副

総理及び財務大臣を辞任するよう求める意見書を、貴議会から
安倍晋三内閣総理大臣並びに麻生太郎副総理・財務大臣に上げ
ること。


